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１、 「インタラクト Inter@ct」の動作環境 

 

「インタラクト Inter@ct」をご購入いただきましてありがとうございます。 

 

「インタラクト Inter@ct」はＬｉｎｕｘ ＯＳ上で稼動するグループウエアです。インス

トールに先立ち、貴社のサーバーが下記の条件を満たしていることをご確認ください。 

 

ハードウェア環境 

① ＣＰＵ： Ｃｅｌｅｒｏｎ８００ＭＨｚ 以上 

推奨は、ＰｅｎｔｉｕｍⅢ ８６６ＭＨｚ 以上 

② メモリー： １２８Ｍｂ 以上 

推奨は、２５６Ｍｂ 以上 

③ ハードディスク容量： １０Ｇｂ 以上 

④ その他 

・ ＣＤ－ＲＯＭ ドライブ 

・ バックアップ装置 

（必須ではありませんが、ハードウェア障害からデータを保護するための手段とし

て奨励します） 
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ソフトウェア環境 

① オペレーティングシステム： Ｌｉｎｕｘ 

２００２年１１月現在、当社において動作確認がとれているＬｉｎｕｘディストリビュ

ーションは以下の通りです。 

・ ＲｅｄＨａｔ Ｌｉｎｕｘ ７．１， ＲｅｄＨａｔ Ｌｉｎｕｘ ７．２ 

・ ＴｕｒｂｏＬｉｎｕｘ ６．５ Ｓｅｒｖｅｒ， ＴｕｒｂｏＬｉｎｕｘ ７ Ｓ

ｅｒｖｅｒ 

② Ｗｅｂサーバー： Ａｐａｃｈｅ１．３．ｘ 

２００２年１１月現在、当社において動作保証がとれているバージョンは １．３．２

６ です。 

③ データベース： ＰｏｓｔｇｅｒＳＱＬ７．１．ｘ 

２００２年１１月現在、当社において動作保証がとれているバージョンは ７．１．２ 

です。 

（ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬのキャラクターセットが ＥＵＣ で稼動することが条件で

す） 

④ スクリプトエンジン： ＰＨＰ４．ｘ 

２００２年１１月現在、当社において動作保証がとれているバージョンは ４．１．２ 

です。 

・ 日本語関連処理関数 ｍｂ－ｘｘｘｘ が組み込まれていることが条件です。 

・ 「インタラクト Inter@ct」では、いくつかの機能でファイルのアップロード処理を

行っています。したがって、php.ini の中でファイルのアップロード関連の設定値

をアクティブにして、ＰＨＰを動作させていることが条件です。 

⑤ その他： ＺｅｎｄＯｐｔｉｍｉｚｅｒ ２．０．１以降 

「インタラクト Inter@ct」では、プログラムの実行速度向上等の理由により、Ｚｅｎ

ｄ社の「Ｚｅｎｄ Ｅｎｃｏｄｅｒ３．０」を使用して、ＰＨＰのプログラムソースを

バイナリー化していますので、これらのプログラムを動作させるために、Ｚｅｎｄ社

の「ＺｅｎｄＯｐｔｉｍｉｚｅｒ ２．０．１」以降が必要になります。 

 

ソフトウエア環境の構築方法については、別紙の「インタラクト Inter@ct」環境設定ガイ

ドをご参照ください。 



「インタラクト Inter@ct」インストールマニュアル ver1.0 4 

２、 インストール方法 

 

「インタラクト Inter@ct」のインストール方法及び基本設定方法についてご説明します。

尚、ここでご説明するインストール方法は、Ｗｅｂサーバー機能（Ａｐａｃｈｅ）とデー

タベース（ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬ）が同一のマシン上で稼動していることが前提になって

います。貴社の環境において、Ｗｅｂサーバー機能とデータベースが別々のマシンで稼動

している場合は、ここでご説明するインストール方法は適応できません。別途、弊社のサ

ポート窓口にお問合せください。 

 

Ｓｔａｇｅ １  プログラムのインストール 

 

「インタラクト Inter@ct」のインストールＣＤから、必要なファイルをサーバーにコピー

します。このＳｔａｇｅの作業は、サーバーに root でログインして行います。尚、イン

ストールの過程で、貴社のサーバー環境に関するいくつかの情報を入力していただきます。

事前に、下記事項を調べておいてください。 

・ Ａｐａｃｈｅのドキュメントルート 

・ Ａｐａｃｈｅを実行しているユーザーとグループ 

 

注１） 説明の中で記されているＬｉｎｕｘのコマンドは、Turbolinux 7 server による

ものです。貴社のサーバー環境において、異なる部分があれば、適宜読み替えて

ください。 

 

① サーバーに root でログインします。 

 

② 「インタラクト Inter@ct」インストールＣＤをサーバーのドライブにセットし、マウン

トします。 

[root@xxxx]#  mount /dev/cdrom /mnt/cdrom 

 

③ インストールＣＤをマウントしたディレクトリに移動し、インストールスクリプトを実

行します。 

[root@xxxx]# cd /mnt/cdrom 

[root@xxxx]# ./install_euc.sh 

 

インストールが開始されます。次ページの画面イメージを参考にして、貴社のサーバー

環境に関する情報を入力してください。 
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注２） 入力に際して、メッセージが表示されますが、これらは全て日本語ＥＵＣとなっ

ています。貴社のサーバーが日本語ＥＵＣが表示できない設定になっている場合

は、install_en.sh を実行してください。 
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以上で、Ｓｔａｇｅ １は完了です。引き続き Stage 2 に移ります。Ｓｔａｇｅ ２は 

Ｗｅｂブラウザーでの作業になります。尚、Ｓｔａｇｅ ３では再びサーバー作業となり

ますので、画面はこのままにしておいてください。 

************************************************************                                      

*    << InterAct Ver1.0 のインストールを開始します >>         

*                                                          

*   インストールの流れは下記のようになっています。            

*                                                          

*   Stage1．このシェルを実行し、Interactのインストール用       

*        ユーザーアカウント作成、プログラムのコピーを       

*   Stage2．Ｗｅｂブラウザーから、Interactの基本設定を         

*       行います。                                       

*   Stage3．住所検索用データを Interactのデータベースに      

*       コピーします。                                     

*                                                          

*   尚、インストールを実行するには、事前にサーバー           

*   基本環境を構築しておく必要があります。                    

*   また、Stage1,Stage3は、必ず root で実行してください。       

*   詳しくは、インストールマニュアルをご参照ください。         

*                                                          

*********************************************************** 

 

InterAct のインストールを開始します。よろしいですか？(yes/no) 

-> yes 

 

 

Webサーバーの DocumentRootを指定してください。 

( 初期値は /usr/local/apache/htdocs です) -> 

 

 

Webサーバーの実行ユーザーを指定してください。 

( 初期値は nobody です) -> 

 

Webサーバーの実行グループを指定してください。 

( 初期値は nobody です) -> 

 

InterAct のインストール用ユーザーアカウント [interact] を作

成します 

 

プログラムのコピーを開始します 

 

*********************************************************** 

*                                                          

*   インストールの Stage 1が完了しました。                

*   続けて、Webブラウザーからステップ２を実施してください      

*                                                          

*   URL は                                                

*     http://サーバー名/interact/install/index.htm              

*   です。                                                  

*                                                          

*********************************************************** 

開始する場合は  yes と入力して
Enterキーを押してください。 
 no を入力すると中止されます 

Apache のﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾙｰﾄを絶対パス
で入力してください。初期値のまま

でよい場合は、何も入力せずに

Enterキーを押してください。 
 
Apache の実行ﾕｰｻﾞｰ及び実行ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟをそれぞれ入力して Enter キー
を押してください。初期値のままで

よい場合は、何も入力せずに Enter
キーを押してください。 
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Ｓｔａｇｅ ２  データベースの構築及び初期設定 

 

「インタラクト Inter@ct」のデータベースを作成し、基本情報設定を行います。このステ

ージはＷｅｂブラウザーから作業しますので、Ｓｔａｇｅ １でインストールしたサーバ

ーにアクセスできるパソコンでＷｅｂブラウザーを起動し、以下のＵＲＬにアクセスして

ください。 

 

ＵＲＬ ：  ｈｔｔｐ：／／「サーバー名又はＩＰアドレス」／ｉｎｔｅｒａｃｔ／

ｉｎｓｔａｌｌ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ 

 

すると、Ｓｔａｇｅ２ のトップ画面が表示されますので、「次へ」ボタンをクリックして

ください。 
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① データベースの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インタラクト Inter@ct」のデータベースとデータベースユーザー及び各種オブジェ

クト（テーブル、ビュー 等）を作成します。画面の説明にしたがって、必要事項を

入力（又は修正）し、「作成」ボタンをクリックしてください。 

 

※ 「インタラクト Inter@ct」のデータベースは interactdb という名前で作成

されます。 

※ 「インタラクト Inter@ct」のデータベースユーザーは interact という名前

で作成されます。 

※ 「作成」ボタンをクリックすると確認のためのダイアログが表示されますので、

よろしければ「ＯＫ」をクリックしてください。続けて、この処理に関する注

意事項が表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 

 

データベース作成が正常に完了すると、完了画面が表示されますので、内容を確認し

「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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② 基本情報設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報設定では、２つのことを行います。 

１つは、スケジュールの時間幅の設定です。「インタラクト Inter@ct」には、個人ス

ケジュール、施設の予約管理といった時間を管理する機能があります。これらの時間

管理をプログラムの内部で効率よく制御できるよう、「インタラクト Inter@ct」では、

時間の刻み幅をあらかじめ固定するようになっています。そこで、貴社の就業形態に

合わせて、時間の刻み幅を設定していただきます。尚、この設定はインストール後に

変更することはできませんので、ご注意ください。 

もう１つは、システム管理者のパスワードの設定です。「インタラクト Inter@ct」で

は、インストール直後にログインするためのユーザーとして「administrator」が用

意されています。このユーザーのパスワードをここで設定します。 

 

以上のことを設定したら、「登録」ボタンをクリックしてください。 
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基本情報設定が完了すると下記の画面が表示され、Ｓｔａｇｅ２は完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き、Ｓｔａｇｅ ３に移ります。Ｓｔａｇｅ ３は、Ｓｔａｇｅ １ 同様サ

ーバーでの作業になります。尚、Ｓｔａｇｅ ３ 完了後は、「インタラクト Inter@ct」

にログインして、運用に必要は諸設定を行いますので、上記の完了画面はそのままに

しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「インタラクト Inter@ct」インストールマニュアル ver1.0 11 

Ｓｔａｇｅ ３ 住所データのインストール 

 

「インタラクト Inter@ct」では、メンバー登録、クライアント登録の際に住所を入力でき

るようになっていますが、この入力作業を簡素化するために、郵便番号を入力すると、自

動的に住所が設定できる仕組みになっています。この動作に必要な住所データをデータベ

ースにインストールします。 

もし、貴社の運用においてこの仕組みが不要であれば、このステージはスキップしてもか

まいません。 

Ｓｔａｇｅ １で作業したサーバーに移動してください。画面は、Ｓｔａｇｅ １が完了

したになっていることを確認してください。（Ｓｔａｇｅ １の完了メッセージが表示され、

その後にプロンプトが出ている状態です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 住所データ作成用スクリプトが格納されているディレクトリに移動します。 

[root@xxxx]#  cd /mnt/cdrom/tools/ 

 

② 住所データ作成用スクリプトを実行します。 

[root@xxxx]#  ./load_postdat.sh 

 

注１） 住所データ作成には、多少時間がかかります。処理が完了するとプロンプトが

表示されます。 

注２） ＣＤ－ＲＯＭをマウントしたディレクトリが /mnt/cdrom 以外の場合、次ペー

ジにしたがって、以下のファイルを エディタ（ｖｉ 等）で修正してから実

行してください。 

・ load_postdat.sh 

・ load_postdat.sql 

 

 

*********************************************************** 
*                                                          
*   インストールの Stage 1 が完了しました。                
*   続けて、Webブラウザーからステップ２を実施してください  
*                                                          
*   URL は                                                 
*     http://サーバー名/interact/install/index.htm         
*   です。                                                 
*                                                          
*********************************************************** 
[root@xxxx cdrom]# 
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※ ｌｏａｄ＿ｐｏｓｔｄａｔ．ｓｈ の 修正箇所 

 

 

 

赤字の部分を、実際にマウントしたディレクトリに変更し、エディタを保存終

了してください。 

 

※ ｌｏａｄ＿ｐｏｓｔｄａｔ．ｓｑｌ の 修正箇所 

 

 

 

赤字の部分を、実際にマウントしたディレクトリに変更し、エディタを保存終

了してください。 

 

 

以上で、「インタラクト Inter@ct」のインストールは全て完了です。インストールＣＤをア

ンマウントして、サーバーからログアウトしてください。 

[root@xxxx]# umount /mnt/cdrom 

[root@xxxx]# exit 

 

 

いよいよ、貴社において「インタラクト Inter@ct」が動き出します。「インタラクト Inter@ct」

をご利用いただくには、まず、組織情報の登録、メンバーの登録 等を行っていただく必

要があります。Ｓｔａｇｅ ２で設定した「administrator」で「インタラクト Inter@ct」

にログインし、これらの登録を行ってください。詳しくは、「インタラクト Inter@ct」管理

ツール操作マニュアルをご参照ください。 

 

#!/bin/sh 

su - postgres -c "psql -U postgres interactdb < /mnt/cdrom/tools/load_postdat.sql" 

copy konm_t_postal from '/mnt/cdrom/tools/postal.data'; 

vacuum analyze konm_t_postal; 
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３、 データベースのバックアップ 

 

「インタラクト Inter@ct」で扱う情報（データ）は、ＰｏｓｔｇｒｅＳＱＬデータベース

と、サーバー上のファイルで管理されています。サーバー上のファイルで管理されるもの

は、ドキュメント機能の文書ファイルと、テーマ、プロジェクト、レポート、ミーティン

グ議事録での添付ファイルです。 

サーバーの不慮の障害からこれらの情報（データ）を保護するためには、定期的なバック

アップが必要不可欠です。 

「インタラクト Inter@ct」のバックアップは、オペレーティングシステムベースのシェル

スクリプトＣｒｏｎを使って実行されるようになっていますので、以下の手順にしたがっ

て設定してください。尚、この作業は、サーバーに root でログインして行います。 

 

① サーバーに root でログインします。 

 

② 「インタラクト Inter@ct」インストールＣＤをサーバーのドライブにセットし、マウン

トします。 

[root@xxxx]#  mount /dev/cdrom /mnt/cdrom 

 

③ インストールＣＤをマウントしたディレクトリ下の toolsに移動します。 

[root@xxxx]# cd /mnt/cdrom/tools 

 

④ tools/ ディレクトリ内にある db_bck.sh を 適当なディレクトリにコピーします。

( /usr/local/bin/ 等) 

[root@xxxx]# cp db_bck.sh /usr/local/bin/  （赤字の部分は適宜変更してください） 

 

⑤ バックアップファイル格納用のディレクトリを作成します。作成場所の指定はありませ

んが、できるだけ大容量（数ギガ）が確保されたパーティションを推奨します。以下は 

/usr/local/pgsql/ 以下に作成する場合の例です。貴社のサーバー環境に合わせて、適

宜変更してください。 

[root@xxxx]# cd /usr/local/pgsql 

[root@xxxx]# mkdir interactdb_bck 

[root@xxxx]# mkdir interactdb_bck/img_bck 

[root@xxxx]# chown –R postgres:postgres interactdb_bck/ 

 

⑥ db_bck.sh ファイルを貴社のサーバー環境に合わせて変更します。変更箇所は次ページ

を参考にしてください。 
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db_bck.sh ファイルの変更箇所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤字の部分 → ⑤ で作成した バックアップ用ディレクトリに変更 

青字の部分 → Ａｐａｃｈｅのドキュメントルートに変更  

 

#!/bin/bash 

echo "***********************************************" 

echo "*   Interact Database Backup Start                *" 

echo "      $(date) " 

echo "***********************************************" 

 

bckfile=$(date +%Y%m%d%H%M) 

bckdir=/usr/local/pgsql/interactdb_bck/ 

bckdir2=/usr/local/pgsql/interactdb_bck/img_bck 

imgdir=/usr/local/apache/htdocs/interact/data 

 

dbname=interactdb 

su - postgres -c "pg_dump $dbname > $bckdir/$bckfile.dmp" 

su - postgres -c "vacuumdb --analyze $dbname" 

 

cd $imgdir 

tar zcvf $bckdir2/$bckfile.dmp . 

 

echo "***********************************************" 

echo "*   Interact Database Backup Fin                  *" 

echo "      $(date) " 

echo "***********************************************" 
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⑦ root の cron に db_bck.sh の自動起動を設定します。例として毎日０：００にバック

アップする方法を記します。詳細は、オペレーティングシステムのオンラインマニュア

ル 等をご参照ください。 

例） 

[root@xxxx]# crontab –e     

→ エディタが起動し cron の設定ファイルが開きますので次の１行を追加し

ます。 

0 0 * * *  /usr/local/bin/db_bck.sh  

（赤字の部分は db_bck.sh をコピーしたディレクトリとしてください） 

 

 

以上で、設定は完了です。 

db_bck.sh ファイルをご覧いただくと判ると思いますが、「インタラクト Inter@ct」のバッ

クアップは、バックアップの起動日時をファイル名としたバックアップファイルを所定の

ディレクトリに作成するものです。万全をきするには、更に、これらのバックアップファ

イルをＤＡＴなどサーバーとは別の媒体に定期的にコピーしておくことを奨励いたします。 

また、バックアップファイルはバックアップ起動毎に新たに生成されていきますので、放

置しておきますとサーバーのディスク容量を消費してしまいます。不要になった過去のバ

ックアップファイルは定期的に削除するようにしてください。バックアップファイルの自

動削除方法については、ご不明な場合は当社サポート窓口にお問合せください。 

 

 

 

 

 

 


